
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              今回は 12月号です。 

              特集記事の２点を読み合わせしました。１つは「レバカレ 2025主体参 

加がつくった『熱気と連帯』」（黒澤幸一全労連事務局長）。もう１つは、 

「労働組合は魔法のツール―仲間をまき込み、声を上げる」（塩森真由美 

愛知自治体一般大府分会長インタビュー記事）です。 

              「レバカレ・・」は、全労連が主催した、今年 10月 11日～13日に 

開催された労働運動交流集会（Labor Union College）の様子を伝えた 

記事です。参加者が 700人超えで、３日間で 70の分科会と３つの全体会 

で構成させたとのことです。集会の教訓として３つをあげます。一つは、  

参加者が主体となって能動的に作り上げた集会であった。二つは、「対話 

と学びあい」の重要性が浮き彫りになった集会であった。３つは、「対話と

学びあいの約束ごと」というグランドルールを確認してはじめられたことで、参加者の対話を大いに促

進したことです。ここで得られた教訓を、日常の労働運動 

に生かしていくこと、26国民春闘で実践に移していきたいと 

決意を述べます。 

 塩森氏のインタビュー記事は、愛知県の大府市の保育園に 

働く氏が、労働組合のない市役所・保育園の職場で、会計年 

度任用職員制度の導入のなかで、賃金を中心に労働条件の切 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県労働者学習協会のブログをご覧ください。http://shizuokagakkou.sub.jp/www/     

ニ ュ ー ス 
２０２５.１２.１２ №１５９ 

静岡県労働者学習協会静岡支部 

『学習の友』学習会 

次回学習会は次のとおりです。26年1月号を持って 

お気軽にご参加ください。 

日時 26年1月 14日（水）１８：３０～ 

場所 国労小会議室 

「対話と学びあいの約束ごと」 
 これからの組合運動に大切なキーワードです‼ 

次回は第二水曜日となります。お間違いなく。 

http://shizuoka-gakkou.sub.jp/www/


 

 

 

 

 

り下げが行われました。そこで市議会議員の公開メールアドレスに、その資料をつくり送信したところ

共産党市議だけが返信があり、そこで紹介されたのが自治労連愛知県本部でした。そして、「仲間を増

やしなさい」との助言で、LINEを繋ぎ「絶対許せない」熱量のある人 20人で「MDZの会」を立ち上げ

ます。「もうだまされないぞ」が名前の由来。そうして共産党議員の議会での一般質問で、この問題を

取り上げたのをきっかけに組合を立ち上げます。こうして 

当局と交渉を重ねていき、一定の労働条件の改善も実現さ 

せていきます。「労働組合は魔法のツール」と印象を語り 

ますが、個人では通用しないことも、組合で要望書をだす 

と秘書人事課が対応しちゃんと話しをきいてくれる、そし 

て要求を勝ち取ることもできる。育休後の時短勤務などの 

制度があるのに、正規職員も知らないため、大府市職員へ 

のアンケート活動をやり、圧力もあるなかで 85件を集め 

ます。そして時短勤務の需要がないと思っていた当局も、対応するように変わっていきます。組合のな

い正規労働者は物が言えない状態なので、正規労働者の要求もとりあげ交渉をしているということで 

す。討論では、まずレバカレ 2025「対話と 

学びあいの約束ごと」をみんなで読み合わせ 

しました。そして次のような意見がありま 

した。「レバカレでは労働相談の分科会に出 

たが、ワイワイと良かった。」「2/8の静岡地区    

労連学習会ではこれを読み合わせしたい。」 

「この約束ごとは参加者が知らなければいけ 

ない。」「2/8学習会分散会のファシリテータ 

ー（司会進行者）もこの約束ごとを理解して 

やるとすご 

く良いと思 

う。」「その 

ために、 

1/25に担当者会議を予定している。」などの話がありました。 

塩森氏のインタビュー記事については「実際に話を聴くとすばら 

しい。元気で話し方もおもしろい。」「職員団体登録とは何だ。」「年 

に一度人事委員会に労組の登録をすることになっている。」「一般労 

組となっているが公務員か。」「会計年度任用職員となって、公務員 

の身分になったと思おう。」「生涯学習センターなどは外部委託なの 

で、公務員ではないが。」「静岡県の自治体も組合がないところがあ 

るのか。」「掛川はないのでは。」「勤務先で組合書記の話があった。 

『組合は何もやらない』とあきれて前の書記さんが辞める。それで 

だ。」など、少し寂しい話しもありました。 

仲間とつながる頑張り なぜ出来たの？ 

「労働組合は魔法のツール」 
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